
旧形客車の普通列車
スハ 32 系で楽しむ客車列車

旧形客車は、混結が楽しい
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  旧形客車用スポーク車輪
（車軸長） 16個入

足回りのグレードアップに

スハ32系は戦前の昭和4年～17年（1929～1942）荷掛けて登場した20ｍ級の鋼製
客車です。後に登場したオハ35系、スハ43系等と比べると小形の窓を連ね、
リベットが並ぶ車体が特徴的です。Ｎゲージで旧形客車の混結編成（雑客編成）を
再現する際に、特徴的な外観を持つ本形式を組み込むと1両ごとの変化が目で楽し
めるのでおすすめです。

スポーク間の抜けた、リアルな外観を再現可能。簡単に交換してお楽しみ
いただけます。


